




















































１ 　Cited in ‘Support for UTCs from Secretary of State for Education’, Baker Dearing Educational Trust website (Retrieved 29 August 
2015)
２ 　本研究は JSPS 科研費26381162の助成を受けたものである。
３ 　保守党 ･ 自由民主党連立政権は、2015年5月に解消され現在は保守党単独政権である。
４ 　拙稿 ｢イギリスにおけるユニバーシティ・テクニカル・カレッジの展開｣（2015）『中村学園大学 ･ 中村学園大学短期大学部研究
紀要』第47号参照。
５ 　調査期日は2014年11月8日〜11月19日と2015年3月16日〜3月27日。調査した UTC と調査日は次の通りである。ウィガン UTC
（2014年11月10日）、バッキンガムシャー UTC（2014年11月11日）、UTC レディング（2014年11月12日）、ロイヤル・グリニッ
チ UTC（2014年11月12日）、UTC ランカシャー（2014年11月13日）、UTC プリマス（2014年11月15日）、ダベントリー UTC
（2014年11月17日）、UTC ノーフォーク（2015年3月20日）UTC セントラル ･ ベッドフォードシャー（2015年3月19日）、ヒー
スロー・アビエーション・エンジニアリング UTC（2015年3月23日）である。インタビューの対象者は副校長等が対象の UTC レ
ディング以外は校長である。なお、UTC ノーフォークについては訪問当日、校長に急用がありインタビューはできなかった。また、






2010年９月に最初の UTC である JCB アカデミーが開
校したが，２校目の UTC であるブラック ･ カントリー 
UTC の開校は2011年９月であり，さらにその１年後の
2012年９月にアストン ･ ユニバーシティ・エンジニア
リング ･ アカデミー，UTC セントラル ･ ベッドフォー
ドシャー，ハックニー UTC の３校が開校した。その後，













カントリー UTC の場合は Ofsted による査察の結果，ほ
とんどのすべての査察項目において最低の評価である
「不適切」と評価されたことであった。さらに，閉校
には至らないまでも UTC セントラル ･ ベッドフォード
シャーも Ofsted による査察の結果，「失敗校」と見なさ
れ特別措置下に置かれて改善を強く求められている。こ













ル ･ ベッドフォードシャーについて，UTC 推進を担う
ベイカー ･ デアリング・エデュケイショナル・トラスト
（Baker Dearing Educational Trust，以下 BDET）チー






























７ 　Baker Dearing Educational Trust website (Retrieved 29 August 2015)
８ 　Long, R. and Bolton,P. (2015) University Technical Colleges: Briefing Paper, Number 07250, 10 July 2015, House of Commons 
Library, p.3
９ 　例えば ‘Flagship Hackney tech college to close after two years’ BBC News (Electronic version) 11 July 2014、 ‘Flagship 
University Technical College to close due to falling pupil numbers’ Times Educational Supplement, 11 July 2014、‘Black Country 
University College to close’ BBC News (Electronic version) 15 April 2015、 ‘Second UTC to close due to “financial challenges”, 
Times Educational Supplement, 14 April 2015
10 　例えば、UTC と競合する可能性がある継続教育カレッジ団体は、UTC 推進に慎重になるべきだと主張している。〔Sedgmore, L. 
(2015) ‘A UTC failure is a setback for vocational education, FE Week, 13 July 2015〕
11 　Long, R. and Bolton,P.(2015)op.cit., p.11











































　ダベントリー UTC の校長は「UTC ではどのようなス
キルを培おうとしているのか」との問いに対して次のよ
うに答えた。
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































16 　2014年以前に開校した UTC29校のうち、定員充足率（2014－15年度）が100％の UTC は２校のみであった。筆者が調査した
UTC の定員充足率はウィガン UTC(12.2%),UTC セントラル ･ ベッドフォードシャー (14.1%), UTC ランカシャー (20%), バッキンガ
ムシャー UTC(25%),UTC プリマス (30.7%), ダベントリー UTC(37.5%), UTC レディング (44.5%), ロイヤル・グリニッチ UTC(71%)


















































































































しているとおもわれる BDET チーフ ･ エグゼクティブの




































UTC の発展を阻害する要因が UTC の前には横たわって
いる。パーカーが描いた10年後の UTC のビジョンのよ
うに，UTC がイギリスの教育界に確固とした地歩を築
けるかどうかは，ひとえに UTC の卒業生が企業であれ，
大学であれどのような進路（destinations）に向かうの
か，また，それらの場でどの程度高い質のパフォーマン
スをあげることができるかにかかっているのはいうまで
もない。今回の調査でインタビューした校長たちから
は，UTC への「逆風」にも関わらず，優れた技術教育
の実践を通じて，UTC 卒業生の企業，大学等への進路
を切り開き，技術教育とエンジニアリングの地位向上に
奮闘努力しようとする強い熱意が感じられたが，その努
力がこうした目的の実現に結びつくのか，今後の展開が
注目されるところである。
18 　筆者によるインタビュー（2015年３月17日）
イギリスにおけるユニバーシティ・テクニカル・カレッジの現状と展望
